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　市内を博物館に見立て、日頃何気なく目にしている自然や生活環境を、歴史や
文化・伝統に根ざした視点から探索します。
行�程国分寺駅南口（集合）→泉町1丁目国分寺崖線緑地→押切橋→小林理学研究所湧
水地→不動橋・一里塚橋→紅葉橋→新次郎池→鞍尾根橋→国分寺駅南口（解散）

c15人
m�3月2日（火）午前9時から電話または直接緑と建築課（市役所第2庁舎）へ※先着順
s�エックス山等市民協議会・市
� →緑と建築課（内353）

野川上流端から湧水地をめぐり野川上流端から湧水地をめぐり
鞍尾根橋まで散策鞍尾根橋まで散策

エコミュージアム国分寺
火災件数・焼損床面積は減少
　昨年は、件数・焼損床面積が
前年に比べ減少しました。火災
の発生・拡大を防止するため、防
火・防災に関する正しい知識と
防災行動力を身につけましょう。

防火・防災のために
�家の周辺はいつもきれいに整理
し、放火されない環境を保つ
家庭に消火器を備える
調理中はコンロから離れない
�ストーブの周りに物を置かない

� →防災安全課（内373）

　皆さんの生命・財産を守るために、火災の発生を防止しましょう。
z市消防団・国分寺消防署によるパレードは行ないません

　エックス山等市民協議会と市の協働事業です。
d3月12日・19日・26日（金）午前9時30分～11時30分
b市民室内プール西側「むかしの井戸」（集合）
� →緑と建築課（内354）

西恋ヶ窪緑地（エックス山）の西恋ヶ窪緑地（エックス山）の
林の若返り・維持管理の活動に参加しませんか林の若返り・維持管理の活動に参加しませんか

　いかなる大規模自然災害が起こっても、致命的な被害を負
わない強さと速やかに回復するしなやかさを持った強靱な地
域を目指し、国土強靱化基本法第13条に基づく、国土強靱化
地域計画の策定を進めています。この案に関して、広く市民
の皆さんの意見を伺うため、パブリック・コメント（意見提出
手続）と市民説明会を実施します。

t�次の①～⑤のいずれかに該当する方や団体①市内在住②市
内在勤または在学③市内で事業活動または公益的な活動を
している④本市に納税義務がある⑤当該案件に利害関係が
ある
公表・募集期間3月1日（月）～31日（水）
公�表場所防災安全課（市役所第4庁舎）、オープナー（同附属棟）、
cocobunji市民サービスコーナー（cocobunji ＷＥＳＴ5階）、
国立駅前市民サービスコーナー（国立駅前くにたち・こくぶ
んじ市民プラザ内）、各公民館・地域センター、恋ケ窪・光
図書館、本多図書館駅前分館、福祉センター、市ＨＰ※閉
庁日・休館日にご注意ください
提�出方法意見に件名・住所・氏名（団体の場合は名称・代表者氏
名・事務所等の所在地）、対象の①～⑤のうち該当する番号
を明記し、abousai@city.kokubunji.tokyo.jp・v（042）
326-3624・直接または郵送（必着）で〒185-8501防災安
全課へ※市外在住の方は、市内の勤務先・通学先、事業・
公益的な活動内容などを併記してください
z�いただいた意見は検討し、その概要とそれに対する市の考
え方を後日公表します。直接回答は行いません。収集した
個人情報は、個人情報保護条例に基づき適切に取り扱いま
す

市内の火災件数・焼損床面積
年 件数 焼損床面積

平成31（令和元）年 25件 82㎡
令和2年 20件 33㎡

春春のの火災予防運動火災予防運動3月1日（月）
～7日（日）

パブリック・コメント
（意見提出手続）、
市民説明会の実施

市民説明会
日（3月） 時間※同内容 会場 定員（人）
13日（土）午前10時～11時30分 市役所プレハブ会議室第1 10

16日（火）
午後2時～3時30分 ひかりプラザ 25

午後7時～8時30分 リオンホール
（cocobunji ＷＥＳＴ5階） 120

m�3月2日（火）～各開催日の前日午後5時までに希望日時、氏
名・電話番号を電話で防災安全課へ※先着順。定員を超過
する申し込みがあった場合は別途対応

国土強靱
じん

化地域計画（案）

→防災安全課（内220）

概要概要
■計画の位置づけ■計画の位置づけ
国土強靱化基本法第13条に基づく国土強靱化地域計画と
して、地域の強靱化に係る本市のさまざまな分野別計画
の指針となるもの

■計画の構成・特徴■計画の構成・特徴
〇�国土強靱化基本計画や都国土強靱化地域計画との調和
を図りつつ、本市の特性や基礎自治体としての役割な
どを踏まえ、基本目標・事前に備えるべき目標を設定
〇�事前に備えるべき目標を踏まえ、大規模自然災害を想
定し、起きてはならない最悪の事態を設定し、事態回
避に向けた現行施策の対応力について分析・評価（健康
診断）を実施
〇�評価結果を踏まえ、施策の推進方針（処方箋）を設定

■基本目標■基本目標
〇人命の保護が最大限図られる
〇市・社会の重要機能が致命的障害を受けず維持される
〇市民の財産・公共施設に係る被害の最小化
〇迅速な復旧復興

■事前に備えるべき目標■事前に備えるべき目標
〇直接死を最大限防ぐ
〇�救助・救急、医療活動が迅速に行われるとともに、被
災者などの健康・避難生活環境を確実に確保する
〇必要不可欠な行政機能を確保する
〇必要不可欠な情報通信機能・情報サービスを確保する
〇経済活動を機能不全に陥らせない
〇�ライフライン・燃料供給関連施設・交通ネットワーク
などの被害を最小限に留めるとともに、早期に復旧さ
せる
〇制御不能な二次災害・複合災害を発生させない
〇�社会・経済が迅速かつ従前より強靱な姿で復興できる
条件を整備する

3月23日（火）
午前9時～正午
（小雨決行）


